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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,87 45,87 +0,00 43,98 +1,89

USD / BRL Spot BRL 2,2367 2,2377 +0,0010 2,3251 -0,0874

USD / JPY Spot JPY 102,62 102,62 +0,00 102,25 +0,37

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 52.112 51.977 -135 47.381 +4.596

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 152,3 152,3 +0,0 180,8 -28,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,45 12,45 +0,00 12,95 -0,50

DI Future Jul15（金利先物） % 11,55 11,56 +0,01 11,80 -0,24

3 Months US Dollar Libor % 0,226 0,229 +0,003 0,233 -0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 310,6 311,2 +0,6 299,4 +11,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年4月23日

Indicator Unit 4月21日

昨日のドルレアルスポット相場はブラジル経済への懸念からレアル安となる展開でした。
朝方は週次サーベイで今年末のインフレ見通しが６．５１％と中銀目標上限を超えたことや同成長率見通し
が引き下げられたことなどから、先週末比レアル安の２．２４台半ばで取引されました。その後、２．２４台で
もみ合いとなりましたが、米国株が堅調推移を維持したためそれ以上のレアル売りには至らず２．２３台後半
へ若干レアルが買い戻されました。午後には小動きとなり、結局そのまま２．２３台後半で引けています。

昨日発表された週次サーベイでは、今年末のインフレ見通しが６．４７％から６．５１％へ引き上げられ、
同成長率見通しは１．６５％から１．６３％へ引き下げられました。インフレ見通しの悪化は７週連続で遂に
中銀目標上限である６．５％を超えてきました。先週発表された４月のＩＰＣＡ－１５が市場予想を下回り、
食料品高騰の影響が一時的である可能性が高まったにもかかわらず、エコノミストらのインフレ見通しは
ここ数ヶ月急速に悪化しています。ひとつには選挙を控えているため政府の圧力に屈して本来必要である
利上げを中銀が実施できないと見ている点があると思われます。トンビニ総裁は累積利上げの効果は今後
現れると強調していますが市場は全く信じていません。当局への信認がなければインフレ期待の制御も
うまく行かず金融政策の効果が殺がれます。市場も世論調査での有権者同様、現政権への批判を将来
見通しで表しており、現政権がこれらに反応できるかが注目されます。
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